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交運労協第 35 回定期総会 

交通運輸産業の共創で将来展望を切り拓く 
ＪＲ連合が構成組織として加盟する全日本交通運輸産業労働組合協議会（交運

労協）は、10 月３日、都内で第 35 回定期総会を開催した。総会には、ＪＲ連合

加盟単組の仲間とともに代議員・傍聴含め総勢 15 人が出席した。 

冒頭、主催者を代表して挨拶に立った交運労協の住野敏彦議長は、頻発・激甚化

する自然災害への対応や人口減少・地方過疎化に伴う地域の人流・物流ネットワ

ークの維持・活性化について「事業者単独では乗り越えられない課題が数多くあ

る。政策課題の解決にむけて、国・地方との連携に加え、事業者同士が協力し合

うことによって、乗り越えていかなければならない」と訴えた。 

「連携・協働・共創～交運労協の総力を結集

し、交通運輸産業の将来展望を切り拓こう～」

をスローガンに掲げた総会では、この間の活動

報告を踏まえつつ、今後１年間の方針案が執行

部より提起された。それに対し、ＪＲ連合より

中山耕介組織部長、白壁靖子特別執行委員（Ｊ

Ｒ西労組中央副執行委員長）が補強する立場で

発言に立った。中山部長は、鉄道・バスそれぞ

れの喫緊の政策課題に触れた上で、「政府の進め

るＭａａＳといった、地域公共交通の将来像を

描くためには、各モード間のさらなる連携・協

働が欠かせない」と述べた。白壁委員は、交通運

輸産業における女性活躍の現状に触れ、「さらな

る環境整備を通じ女性参入を拡大していくため

にも、私たちがしっかり声を上げていく必要が

ある。交運労協の取り組みにも女性が参画でき

るような工夫を図っていただきたい」と訴えた。 

役員改選では、住野議長をはじめとする新たな役員体制を確立した。ＪＲ連合

からは荻山市朗会長が副議長に、尾形泰二郎事務局長が幹事に選出された。 

ＪＲ連合は交運労協の一員として、交通運輸産業の将来を切り拓いていくべく、取

り組みを強化していく。 


